
9/7 小津安二郎監督の最高傑作であるばかりでなく､日本映画の金字塔。出演笠智衆、東山千栄子

木 原節子。何度見ても静かな感動がじんわりと胸にしみていきます。

9/14 山田洋次監督、高倉健、倍賞千恵子主演。北国の牧場で暮らす母子が出会うさすらいの男との

木 愛と別れの物語。名作西部劇「シェーン」の本歌取り映画。

9/21 キャロルリード監督、オーソン・ウェルズ主演。クライムサスペンス映画の傑作。

木 カンヌ映画祭でグランプリを獲得。大胆なカメラアングルと音楽も注目です。

9/28 小津安二郎監督、佐野周二、田中絹代主演。戦後の東京を舞台に、復員してきた夫と病気の

木 子供を抱えて夫を待った妻との、過酷な現実と葛藤そして魂の救済へと向かう物語。

10/5 山田洋次監督、西田敏行、竹下景子主演。夜間中学を舞台に生徒と先生の交流を通じて

木 学ぶこと教えることの本質を問いかける感動作。

10/12 ゲイリー・クーパー、マレーネ・ディートリッヒ主演の１９３０年ハリウッド映画。

木 スターの魅力満載。外国人部隊の男とモロッコの酒場の女の愛の物語。

10/19 小津安二郎監督、原節子､笠智衆主演。原節子が「紀子」という名前で演じた「紀子三部作」

木 （他は「晩春」「東京物語」）の２作目。父と娘と結婚を巡る物語。

10/26 山田洋次監督、吉永小百合主演。１９４０年という過酷な時代に「母べえ」を中心に

木 つつましく生き抜く家族の姿を吉永小百合が演じる共感の物語。
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★次回読書会は 10月24日（火）13時半から

琉游舎で一休み
読書の秋・映画の秋・おしゃべりの秋

10月映画会スケジュール

★妙法蓮華経如来神力品第２１の音読と解説を行う予定です。法華経の中でも古来より特に重要と
される章の一つです。どこまで皆さんに易しく解説できるか当日までにしっかり勉強しておきます。

秋がだんだんと深まってきました。朝晩の寒暖の差も激しくなり、体調を崩しやすい季節ですが
秋はまた空気も澄んで過ごしやすく、落ち着いた季節でもあります。こんな時は琉游舎の映画会や
読書会、詩話会はいかがですか？みんなとお茶を飲みながらわいわいと語り合う会をお楽しみくだ
さい。また読書の秋でもあります。図書館も大いにご利用ください。皆さんのこんなことを琉游舎
でやってみたいあるいはやってほしいということがあれば、どしどしお知らせください。みんなに
開かれた使い方自由自在のフリースペースです。お待ちしています。琉游舎だよりのバックナン
バーはフェイスブックにアップしています。「琉游舎」と「戸井出琉」の2種類のアカウントにアッ
プしていますのでどうぞご覧ください

★第四回詩話会は11月11日（土）13時半から
★詩人戸井みちおが現代詩の名作を優しく解説します。詩の名作をお茶請けに皆さんとお茶を飲み楽
しく語り合う会です。
★今回は石垣りんの詩を取り上げる予定です。庶民的な生活詩人と呼ぶにはあまりにも不用意。生活
の本質を見抜いた眼が私たちに鋭く優しくユーモラスに迫ってきます。だから怖い詩人です。

★お気軽にお越しください。テキストなどすべてご用意いたします。



狂言綺語・・・見ることもなく

琉游舎：戸井 出琉・恭子

お問い合わせ先：0287-53-7848 08033508152

矢板市大槻2319－17コリーナ矢板Ｃ－８５０

「狂言綺語」という題にふさわしく今回は現代詩を取り上げてみます。本来は和歌や物語を指す言葉
ですが、この言葉がしきりに使われた中世にはもちろん現代詩はありませんでした。しかし高尚で有難
い仏法の教えからすれば、当時の僧侶などの知識人にはたわごとにしか過ぎないとさげすまれていた文
学の系譜の中でも、最も生産性が低く読者も少なく意味もよくわからない現代詩こそ、現代の狂言綺語
にふさわしいジャンルではないかと思い、今回取り上げました。
私の大好きな詩人で黒田三郎という詩人がいます。彼の「見ることもなく」という詩です。

それを見ないわけではないのに
勤めにいそぐ駅までの道の
どのへんにこぶしが咲き
れんぎょが咲き
沈丁花がかおるのかを
僕は知らなかった
何と多くのことに気がつかず
ただひたすら道をいそいでいたことだろう
遅刻すまいとただそのことしか
念頭になかったかのように
五十歳を過ぎたある日突然勤めを止め
これからどうすればよいのか
見当もつかなかったのに
その日から僕には
見えなかったものが見えるようになった
いつも通る道のあちこちに
さまざまの花の咲いているのが

解説は必要ないでしょう。書いてある通り素直にお読みください。現代詩が難しいなんて嘘ですね。
こんなに素直で分かり易い詩は現代詩らしくなくて、格好がつかないと感じるかもしれません。私はこ
の詩を40年以上前の高校生の時に初めて読みました。その当時はあまり記憶に残らず、「ああ彼は定年
前に仕事をやめてしまったんだ、通勤の時には気づかなかった道すがらの花をみる余裕ができたん
だ。」くらいの感想だったと思います。
ところがかくいう私も会社勤めを定年前にやめてコリーナを終の棲家と定めてちょうど一年が経ちま
した。直近の詩話会のテキストとして戸井みちおからこの詩を提示されて、「これこそ狂言綺語だ」と
新たな発見をしました。文学はまやかしの言葉という当初の「狂言綺語」の意味が、白居易の文章に「狂
言綺語の過ちを転じて……讃仏の因となさん」とあったことから，平安時代以降，和歌や物語が逆に仏教の修行
に繋がり，これを助けるとする考えが成立したのです。これがこの首題の本来の意味です。
前回の「コリーナの秋」で書いたように、この一年間今までの会社勤めでは見えなかったものが、色々見えてくる

ようになりました。それはあるがままに対象を観る（観心）ということであり、観ることによって相手の永遠のいのちと
感応道交しているのですとお話ししました。でも見えなかったものが見えるようになったのは、ひょっとしたら会社勤
めをしなくなって、周りのものを感じる余裕ができただけと言えるかもしれません。黒田三郎もそのくらいの感覚で
詩を書いたのかどうかは分かりませんが、文学がひとたび発表されるとそれは作者のものではなく、読者のものとな
るのです。今この詩を読むとき、作者が道すがらの花たちと対話をしている姿を、そしてその対話の中に安らぎの
処を見い出しているすがたに私は強く共感しています。そして自分はこれからも今まで通りコリーナの自然をありの
ままに観て自然と素直に対話していくことが、「行」であるという確信を持つことができるようになりました。それこそ
黒田三郎の「見ることもなく」が私に与えた詩の力です。「見ることもなく見ていたもの（結局何も観ていないというこ
と）から、見ることの先を観ることができるようになる」という確信を私に与える詩の力です。
前回から「『見る』から『観る』」ことについてこだわって書いてきましたが、少しづつでも前に進んでいるでしょう

か？後退しているのであれば早く気付かねば。それではまた次号でお会いしましょう。（出琉）

余談ですが黒田三郎の「ひとりの女に」という詩集は
素敵なラブレターです。琉游舎の図書館にも3冊分
あります。短い詩集です。お気軽に手にお取りください。


